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（１）嵐山町立小学校・中学校の学校再編後の学校位置について 

・「嵐山町立小中学校再編基本計画資料作成業務委託（耐力度調

査）」について 

・文部科学省の交付金を申請する際は、耐力度調査を実施するこ

とが必須となっており、耐力度点数が４，５００点を超えた場

合は改修の交付金対象となり、４，５００点を下回った場合は、

改築工事の交付金対象となる。 

・菅谷小学校は、３棟の内２棟が４，５００点以下であり、菅谷

中学校は、３棟すべてが４，５００点を超えていた。 

・嵐山町立小中学校再編等審議会からの答申は、小学校を１校、

中学校を１校とされており、提言にある小中一貫教育制度を導

入するためには、同一敷地内に小中学校が、設置されている方

が、円滑な教育活動が実施しやすい。 

・現菅谷小学校の体育館及びプールを統合後も活用する計画であ

るため、小学生の移動の安全性を確保する必要がある。 

・現菅谷小学校には統合後の小学校、中学校を建設するための十

分な敷地面積がある。 

・統合後の学校の位置を現菅谷小学校の位置とすることを教育委

員会で承認されている。 

・以上により、現菅谷小学校の位置を学校再編後の学校位置とし

たい。 

・菅谷小学校の耐力度点数が低いが直ちに倒壊の恐れはないなど

緊急性は低いとみてよいか。 

・すでに耐震工事は済んでいるので、直ちに子どもたちを避難さ

せなくてはならないほど緊急性は高くない。 

・他の市町村の校舎で、耐力度点数が菅谷小学校より下回る３，

０００点台の学校もあるようだが、改築はしていないという認

識でよろしいのか。 

・改築をやっていないところもあるようだ。菅谷小学校は、天井

に不具合があるため、雨漏り、漏水等は点検を十分にし、その

都度対応をしていきたい。 
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町長 

・菅谷中学校の耐力度点数がよいが、長寿命化改修を考えるとい

うことはなかったのか。 

・菅谷中学校の耐力度点数はよいが、築年数は３年違うだけであ

り、４８年経過している。一般的に８０年が鉄筋コンクリート

造の限度と言われている。長寿命化改修の経費を考えても、長

寿命化改修をしたうえで最長３０年使用するより、小中学校を

一緒に新築した方が、長期的にみれば経費が節減できる。 

・再編統合後の中学校は、現菅谷中学校の建物面積で十分な教育

活動が可能なのか。 

・仮に現段階で再編統合するのであれば、増築工事をして、建物

面積を増加させることも視野に入れなければならない。 

・学校再編プロジェクトチームには工事の必要性は説明したのか。 

・５月２３日に開催された学校再編プロジェクト会議にて説明し

てある。 

・学校再編プロジェクトチームの中でどういった方向付けがなさ

れたのか。 

・５月２３日に開催された学校再編プロジェクト会議において、

現菅谷小学校の敷地に統合後の小中学校を設置する方向が望ま

しいとされた。 

・教育委員会はどのような意向なのか。 

・５月２４日に開催された教育委員会で耐力度調査の結果と学校

再編プロジェクトの方向付けについて説明がされ、５月３０日

に開催された教育委員会で現菅谷小学校の敷地に統合後の小中

学校を設置する方向が望ましいと出席者全員の承認をいただい

た。 

・非常に大事な議事であるため５月３０日に開催された教育委員

会で欠席された教育委員の承認を確認して欲しい。 

・確認する。（会議終了後に欠席者より了承を得た。） 

・嵐山町立小中学校再編等審議会からの答申と整合性は図られて

いるのか。 

・小学校を１校、中学校を１校にし、統合後の小中学校を現菅谷

小学校の場所とし、小中一貫教育制度の導入に向けては、同一

敷地である方がより適しているため、答申と合致している。 

・様々な角度からしっかり検討されている。安全性についても十

分に配慮されている。今回の議題をしっかりと検討させていた

だく。 

５ 閉  会 事務局 

 


